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詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研十勝農業試験場　生産システムグループ

電話（0155）62－2431　E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp

表１　単収水準別にみた圃場管理作業の特徴（十勝Ａ町）

図１　数量化Ⅰ類によるてんさい単収の規定要因（十勝Ａ町、決定係数：0.590）

図２　 直播てんさいの生産性格差の問題を整理し

た連関図（十勝Ａ町の例）

図３　直播てんさいの安定生産に向けた指導法
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注１）表記した割合（％）値は、各単収水準における集計戸数に占める回答割合を示す。　　注２）プラウを用いた反転耕を実施していない。

注３）1.5MPa：貫入式土壌硬度計による耕盤層の判定基準

単収 粗収益
アイテム名 偏相関係数 カテゴリー （kg／10a） （円／10a）

5/4以降に播種 4,295 77,568
5/1～3（平均日）に播種 4,879 88,115

4月中に播種 5,446 98,355

量・質に不満 4,640 83,798

いずれかに不満 4,398 79,428

量・質に満足 4,939 89,198

X地区 4,826 87,158

Y地区 4,352 78,597

Z地区 4,884 88,205

なし 4,346 78,489

あり 4,841 87,428

なし 4,678 84,485

あり 4,903 88,548

注）粗収益は、数量払単価7,260円／ｔ（農林水産省資料）、品代10,800円／ｔ（糖業資料）に基づいて試算した。

播種日の早晩 0.545

移植栽培との併用 0.180

堆肥の満足度 0.369

地区 0.299

心土破砕（秋期） 0.280
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播種日が調査対象経営
の平均（5/3）より、早いか
遅いかによって、単収差
1,151kg／10a、粗収益差
20,787円につながること
がわかります。
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【調査・分析手法】【手順・目的】

格差は大きい？

生産性格差の確認
（問題点の特定）

生産性格差の要因の抽出

検証された要因のリスト化

数量化Ⅰ類による経済評価

直播てんさいの安定生産に
寄与する地域的な取組みの確立

適正な投入への
改善を図る

対応可

適

不適

抽出された要因の検証

資材（肥料、農薬）の

投入量の確認

・数量化Ⅰ類では、多重共線性に配慮
し、説明変数の項目を絞り込む

・複数の地区を調査対象とした場合、
説明変数に「地区」を設ける

・連関図を作成し、問題間の関係を整理

・単収の経年データ（５カ年程度）を入手
・経営毎に年次間の変動係数を算出
・格差の程度を確認

・生産履歴を入手
・肥料、農薬の投入量と費用を確認
・不明な点は、聞き取りにより補足

・地区内で単収の高位安定経営と低位
不安定経営を選定（最低１戸ずつ）

・経営面（農地、 労働力、 機械）と管理
面（播種前年から収穫まで）の実態を
確認

・選定された経営間の比較により問題
点の洗い出し

・地区全戸を対象に、実施率等を比較

・格差の要因を経営面、 管理面（栽培
管理、 圃場管理）に区分

・経済効果を金額（円／10a）で表示
・『てん菜直播栽培マニュアル２００４』
等を参考に全道共通の項目もリスト化

・産地交付金（畑作）の「取組みメニュー」
の「内容」や「助成単価」を検討

外部支援を通して
解決すべき
問題を特定

対応不可個別経営で対応可能
（個別と外部の仕分け）

他者比較による改善は困難

ＹＥＳ

ＮＯ

実践に伴う経済的な支援の検討

・経営面の問題を踏まえて、指導機関に
おいて重要性の高い外部支援を特定

経営面での
問題の確認

個別経営で対応可能な

事項を「チェックリスト」に提示


